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初
夏
の
候
、
消
防
団
の
皆

様
に
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
各
地
域
に
お
い

て
献
身
的
な
消
防
団
活
動
に

御
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
、
４
月
１

日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
高

槻
市
消
防
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
微
力
非
才
の
身
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
消
防
の

使
命
達
成
に
誠
心
誠
意
努
力

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
前
任
者
同
様
、
御

支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
ひ
と
え
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

岩
手
県
大
船
渡
市
、
愛
媛
県

今
治
市
、
岡
山
県
岡
山
市
の

各
地
で
相
次
い
で
林
野
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
長
期
の

活
動
と
な
り
、
林
野
火
災
の

厳
し
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
、
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
森
林

面
積
が
総
面
積
の
約
44
％
を

占
め
て
お
り
、
決
し
て
「
対

岸
の
火
事
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
船
渡
市
の
林
野
火
災

で
は
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、

市
民
が
早
期
に
避
難
さ
れ
た

の
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経

験
さ
れ
た
か
ら
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
意
識
の
高
さ

と
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
つ

つ
、
今
後
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
等
に

対
処
す
る
た
め
、
消
防
防
災

体
制
の
整
備
を
目
指
さ
な
け
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方
面
隊
訓
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て

　

初
夏
の
候
、
消
防
団
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益

々
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
市
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
日
夜
消

防
団
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
令
和
７
年
３
月
31

日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
消
防

長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
58
年
４
月
１

日
に
消
防
士
を
拝
命
し
、
42

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
消
防

の
職
に
身
を
置
き
、
ほ
ん
の

一
端
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

社
会
の
安
全
に
寄
与
す
る
仕

事
を
担
当
で
き
た
こ
と
を
喜

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
消

防
長
に
就
任
し
た
令
和
４
年

か
ら
は
、
高
槻
市
に
お
い
て

は
大
き
な
災
害
も
な
く
、
平

穏
に
職
責
を
全
う
で
き
、
皆

様
が
日
頃
か
ら
地
域
に
密
着

し
た
活
動
に
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
温
か
い
御
支
援
と
御
協
力

の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
か
ら
は
、
２
ヵ

年
の
事
業
と
し
て
進
め
て
参

り
ま
し
た
、
高
槻
市
消
防
団

拠
点
施
設
の
整
備
が
昨
年
10

月
に
完
了
し
、
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
向
け
一
歩
前
進
し

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
で
世
界
的
に

山
火
事
が
多
発
し
て
お
り
ま

　

令
和
７
年
２
月
23
日（
日
）

鵜
殿
の
ヨ
シ
原
焼
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
原
焼
は
、
ヨ
シ
原
の

害
草
・
害
虫
駆
除
と
い
っ
た

保
全
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

五
領
分
団
は
点
火
時
の
安

全
確
保
と
点
火
終
了
後
の
残

火
処
理
や
周
辺
警
備
を
実
施

し
、
そ
の
中
で
も
萩
之
庄
班

は
上
流
側
の
周
辺
警
備
、
延

焼
箇
所
の
確
認
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

９
時
よ
り
点
火
を
開
始
す

る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
燃
え
広

が
り
始
め
ま
し
た
。
燃
え
広

が
っ
て
い
く
途
中
、
風
の
影

　

令
和
７
年
３
月
２
日
、
高

槻
市
中
消
防
署
富
田
分
署
・

消
防
団
拠
点
施
設
に
お
い
て
、

樫
田
分
団
と
清
水
分
団
に
よ

る
方
面
隊
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
建
物
火
災

を
想
定
し
て
、
消
火
栓
か
ら

ポ
ン
プ
積
載
車
の
吸
水
管
を

使
用
し
て
給
水
し
、
ポ
ン
プ

で
圧
を
か
け
て
訓
練
建
屋
へ

放
水
を
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。
訓
練
が
始
ま
る
と
地

下
式
消
火
栓
の
フ
タ
を
足
に

落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
注
意
点
を
教
わ
り
な
が
ら
、

吸
水
管
を
消
火
栓
に
つ
な
ぎ
、

合
図
に
合
わ
せ
て
バ
ル
ブ
を

開
く
担
当
や
、
筒
先
を
持
っ

て
訓
練
建
屋
め
が
け
て
放
水

す
る
担
当
な
ど
、
参
加
車
両

す
べ
て
が
実
施
で
き
る
よ
う

繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

　

共
に
訓
練
し
た
清
水
分
団

の
皆
さ
ん
は
建
屋
に
近
い
地

下
式
消
火
栓
で
し
た
が
、
樫

田
分
団
は
少
し
離
れ
た
地
下

式
消
火
栓
か
ら
で
し
た
の
で
、

ホ
ー
ス
を
５
本
つ
な
い
で
放

水
し
ま
し
た
。
地
面
か
ら
消

火
栓
ま
で
の
深
さ
も
そ
れ
ぞ

れ
違
い
、
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

放
水
が
終
わ
り
、
消
火
栓

か
ら
吸
水
管
を
外
す
際
は
、

外
し
方
が
わ
か
ら
ず
苦
労
し

ま
し
た
が
、
他
の
団
員
の
方

か
ら
教
わ
り
何
度
か
体
験
し

て
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
実
際
に
初

期
消
火
の
場
面
に
直
結
す
る
、

意
味
の
あ
る
訓
練
だ
っ
た
の

で
、
非
常
に
有
意
義
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

樫
田
分
団
　
中
畑
班
　
　
　
　

班
　
長
　
佐
藤
　
央
巳

五
領
分
団
　
萩
之
庄
班
　
　
　

班
　
長
　
河
野
　
哲
也

響
で
ヨ
シ
原
焼
き
の
区
域
外

へ
延
焼
し
よ
う
と
す
る
箇
所

が
数
か
所
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

過
去
の
経
験
か
ら
消
防
本
部

の
方
々
や
我
々
消
防
団
等
が

事
前
に
消
火
の
準
備
を
行
な

っ
て
い
た
為
、
直
ち
に
消
火

を
行
い
、
延
焼
を
食
い
止
め

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

点
火
作
業
が
終
わ
り
、
全

体
に
燃
え
広
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー

を
使
用
し
て
残
火
処
理
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
中
、
時
折

風
が
強
く
吹
き
、
一
度
消
え

た
と
思
っ
て
い
た
箇
所
が
再

度
く
す
ぶ
り
始
め
る
な
ど
あ

り
ま
し
た
が
、
必
要
以
上
に

時
間
を
要
す
る
事
は
無
く
無

事
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
中
消
防
署
富
田

分
署
・
消
防
団
拠
点
施
設
が
、

日
々
進
化
す
る
災
害
へ
の
対

応
力
と
、
知
識
・
技
能
を
備

え
た
人
材
育
成
の
場
と
し
て
、

大
い
に
機
能
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
た
め
に
は
消
防
団
と
消

防
本
部
の
強
固
な
連
携
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
共
に
目

的
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
し
、

市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
と
い
う
消
防
の
責
務

に
応
え
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
消
防
団
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
高
槻
市
消
防
団

の
益
々
の
御
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
が
、
日
本
国
内
で
も
平
成

以
降
で
最
大
規
模
と
い
う
林

野
火
災
が
本
年
２
月
に
大
船

渡
市
で
発
生
し
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
「
火
の
あ

る
限
り
は
寝
て
い
ら
れ
な
い
」

と
消
防
団
員
が
奮
闘
し
て
い

る
姿
を
拝
見
し
、
危
険
を
顧

み
ず
、
地
域
の
人
々
を
守
る

姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

高
槻
市
に
お
い
て
も
、
消

防
機
関
が
市
民
か
ら
期
待
さ

れ
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、
消
防
職
・
団
員
が
一
丸

と
な
り
、
消
防
体
制
の
充
実

強
化
に
取
り
組
ん
で
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

高
槻
市
消
防
団
の
益
々
の
御

発
展
と
団
員
各
位
の
御
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
退

任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

高槻市消防長
田中　栄二

前高槻市消防長
原田　辰幸
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（
富
田
分
団
）

・
優
良
消
防
団
表
彰

　

表
彰
旗　

高
槻
市
消
防
団

・
精
績
章

　

川
上　

敏
弘
（
団

本

部
）

・
勤
続
章

　

西
本　
　

章
（
萩
之
庄
班
）

　

平
野　

和
博
（
安

満

班
）

　

先
ず
、
幹
部
科
分
団
指
揮

課
程
研
修
受
講
の
機
会
を
与

え
て
頂
き
ま
し
た
関
係
各
所

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
講
習
に
携
わ
っ
て
頂
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
急
を
要
し
不
安
定

な
火
災
現
場
に
お
い
て
つ
い

見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な

団
員
の
安
全
管
理
の
重
要
性

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

大
阪
府
知
事
表
彰

消
防
勤
続
功
労
章

入
　
　
団
　
　
者

退
　
　
団
　
　
者

機
能
別
入
団
者

富
田
分
団　

分
団
本
部　
　
　

部　

長　

笹
井　

仁
志

　

小
野　

博
実
（
安

満

班
）

　

金
馬　

孝
雄
（
別

所

班
）

　

山
本　

雅
一
（
清
水
分
団
本
部
）

　

古
藤　
　

章
（
大
蔵
司
班
）

　

杉
山　
　

徹
（
真

上

班
）

　

樋
口　

信
博
（
芝

生

班
）

　

上
田　

浩
一
（
唐

崎

班
）

　

千
舘　

哲
也
（
柱

本

班
）

・
功
績
章

　

西
城　

茂
治
（
樫
田
分
団
本
部
）

・
永
年
勤
続
章

　

泉　

あ
け
み
（
団

本

部
）

　

久
野　

京
子
（
団

本

部
）

　

宮
西　

康
成
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

森
本
祐
記
夫
（
高
槻
分
団
）

　

輕
墓　

祥
行
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

安
井　

勝
彦
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

福
岡　

博
典
（
安

満

班
）

　

濱
田　

佳
宏
（
安

満

班
）

　

小
野　

大
介
（
成

合

班
）

　

今
道　

浩
史
（
清
水
分
団
本
部
）

　

横
山　

和
浩
（
西
之
川
原
班
）

　

中
谷　

真
浩
（
萩

谷

班
）

　

井
川　
　

勲
（
萩

谷

班
）

　

森
田　

義
久
（
萩

谷

班
）

　

久
保
田
茂
幸
（
下
田
部
班
）

　

栗
田　

貴
司
（
芝

生

班
）

　

津
田　

吉
彦
（
津
之
江
班
）

　

田
中　

伸
司
（
庄

所

班
）

・
勤
続
章

　

屋
敷　
　

卓
（
神

内

班
）

　

和
久
田
雅
彦
（
安

満

班
）

　

中
野　

英
樹
（
山

手

班
）

　

岩　
　

克
樹
（
成

合

班
）

　

田
中　

秀
和
（
氷

室

班
）

　

松
田　

敦
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

入
江　

英
彰
（
宮
之
川
原
班
）

　

岡
田　

勝
志
（
塚

脇

班
）

　

橋
長　
　

亘
（
野

田

班
）

　

横
山　

太
一
（
津
之
江
班
）

　

荒
谷　

竜
治
（
庄

所

班
）

　

久
保　

充
弘
（
西

面

班
）

　

安
井　

智
一
（
柱

本

班
）

　

伏
見　

能
成
（
出

灰

班
）

・
勤
功
章

　

江
藤
由
紀
子
（
団

本

部
）

　

影
山　

孝
幸
（
芥
川
分
団
）

　

田
中　
　

薫
（
道

鵜

班
）

　

竹
中　

堅
二
（
山

手

班
）

　

森
田　

智
彦
（
別

所

班
）

　

宮
出　

龍
介
（
古
曽
部
班
）

　

岸
田　

勝
彦
（
塚

原

班
）

　

大
川　

信
康
（
岡

本

班
）

　

川
上　

順
平
（
宮
之
川
原
班
）

　

坂　
　

和
博
（
塚

脇

班
）

　

西
川　

知
己
（
真

上

班
）

　

加
門　

大
輝
（
大

塚

班
）

　

谷
山　

真
也
（
辻

子

班
）

　

西
口　

雅
也
（
芝

生

班
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
九
日

　

三
箇
牧
分
団　

唐
崎
班　

  

　

団
員

　

故　

上
野　

康
弘　

様

　
　
　
　
　

享
年
六
十
二
歳

に
つ
い
て
講
義
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
「
消
防
団
と

地
域
防
災
」
と
い
う
講
義
で

は
、
従
来
の
火
災
出
場
に
加

え
て
地
域
の
防
災
活
動
の
任

が
課
せ
ら
れ
単
な
る
災
害
救

助
活
動
だ
け
で
な
く
、
自
助

・
共
助
・
公
助
・
減
災
に
つ

い
て
重
要
性
の
周
知
と
自
治

体
・
住
民
と
の
連
携
体
制
の

構
築
が
必
要
と
説
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
従
来
の
消
防
団

活
動
と
は
一
線
を
画
す
と
て

も
重
い
任
務
で
あ
り
、
難
し

清
水
分
団　

萩
谷
班　
　
　
　

班　

長　

藤　

恵
一
郎

消
防
団
長
表
彰

消
防
功
労
章

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

昇
　
　
任
　
　
者

　

こ
の
度
、
清
水
分
団
萩
谷

班
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
ポ

ン
プ
積
載
車
・
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
２
点
を
更
新
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
前
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
及
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
老

朽
化
と
修
理
部
品
の
確
保
が

難
し
い
と
の
事
で
更
新
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
車
両
は
軽
自
動
車
タ
イ
プ

の
為
、
山
間
部
の
狭
い
場
所

で
も
対
応
で
き
る
様
に
な
り

令
和
６
年
度
幹
部
科

分
団
指
揮
課
程
に
つ
い
て

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・

小
型
動
力
ポ
ン
プ
更
新

総　

括

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
バ
ッ

テ
リ
ー
不
良
が
１
件
あ
り
ま

し
た
。
車
両
の
バ
ッ
テ
リ
ー

も
含
め
定
期
的
に
点
検
を
行

い
、
特
に
冬
季
は
気
温
低
下

団
本
部　

副
団
長　
　
　
　
　

川
上　

敏
弘

に
よ
る
性
能
低
下
に
な
り
や

す
い
為
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

使
用
頻
度
が
少
な
い
機
器

（
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
、
無
線
機
等
）

に
つ
い
て
も
定
期
的
に
点
検

を
し
、
常
に
使
用
で
き
る
状

態
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

尚
、
不
良
機
器
は
修
理
等
処

理
済
み
で
す
。

令
和
６
年
度
主
力
機
械

特
別
点
検
結
果
に
つ
い
て

　

川
端　

正
彦
（
庄

所

班
）

　

赤
木　

大
介
（
三
島
江
班
）

　

中
井　

善
宣
（
柱

本

班
）

　

石
原　

慎
隆
（
富
田
分
団
）

　

北
舎　
　

亨
（
田

能

班
）

・
精
勤
章

　

森
川　

恵
子
（
団

本

部
）

　

中
田　

茂
晴
（
高
槻
分
団
）

　

安
田　

幸
平
（
神

内

班
）

　

安
盛　

啓
史
（
別

所

班
）

　

山
田　

泰
正
（
古
曽
部
班
）

　

久
保　
　

進
（
成

合

班
）

　

岸
田　

一
郎
（
土

室

班
）

　

山
本　

隆
弘
（
奈
佐
原
班
）

　

渡
邉　
　

真
（
真

上

班
）

　

髙
谷　

正
彦
（
西
之
川
原
班
）

　

谷
知　

秀
人
（
原　
　
　
　

班
）

　

西
田　
　

健
（
原　
　
　
　

班
）

　

九
鬼　
　

博
（
野

田

班
）

　

吉
川　

貴
与
（
冠　
　
　
　

班
）

　

水
谷　
　

誠
（
芝

生

班
）

　

髙
木　

俊
尚
（
津
之
江
班
）

　

松
岡　

一
輝
（
唐

崎

班
）

　

中
井　
　

亮
（
三
島
江
班
）

　

岡
島　
　

充
（
富
田
分
団
）

・
精
績
章
１
号
表
彰

　

河
野　

幸
記
（
山

手

班
）

・
精
績
章
２
号
表
彰

　

氏
原　

順
一
（
西
之
川
原
班
）

　

古
藤　

友
一
（
大
蔵
司
班
）

　

中
井　

善
宣
（
柱

本

班
）

団
本
部

　

部　

長　
　

久
野　

京
子

　

班　

長　
　

根
本　

隆
子

　

班　

長　
　

小
椋
り
さ
子

高
槻
分
団

　

分
団
長　
　

宮
西　

康
成

　

副
分
団
長　

安
宅　
　

賢

　

部　

長　
　

森
本
祐
記
夫

　

班　

長　
　

辻
野　

知
宏

五
領
分
団

　

班　

長　
　

坂
井　

寿
豊

　

班　

長　
　

西
村　

雅
郎

磐
手
分
団

　

部　

長　
　

田
村　

智
哉

　

班　

長　
　

河
村　
　

伸

　

班　

長　
　

井
上　

長
博

　

班　

長　
　

岩　
　

克
樹

い
活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
講
習
に
関
わ
っ

て
下
さ
っ
た
関
係
各
所
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

阿
武
野
分
団

　

副
分
団
長　

日
野　

建
次

　

部　

長　
　

寺
川　

考
之

　

班　

長　
　

寺
田　

友
次

　

班　

長　
　

坂
井　

清
考

　

班　

長　
　

中
村　

秀
樹

清
水
分
団

　

班　

長　
　

氏
原　

順
一

　

班　

長　
　

福
岡　

正
博

大
冠
分
団

　

分
団
長　
　

中
濱　
　

博

　

副
分
団
長　

長
谷
川
忠
良

　

副
分
団
長　

河
村　
　

正

　

部　

長　
　

長
束　

重
志

　

部　

長　
　

森　
　

憲
夫

如
是
分
団

　

副
分
団
長　

岸
田　

祐
和

　

副
分
団
長　

横
山　

仁
志

　

班　

長　
　

松
田　

功
次

　

班　

長　
　

林　
　

良
典

　

班　

長　
　

谷
口　

多
聞

　

班　

長　
　

田
中　

伸
司

樫
田
分
団

　

班　

長　
　

石
田　

聡
志

　
　

令
和
７
年
４
月
１
日
付

高
槻
分
団

　
　
　
　
　
　

中
村　

祐
輔

五
領
分
団

　

梶
原
班　
　

福
本　

武
久

　

萩
之
庄
班　

尾
本　

保
昌

阿
武
野
分
団

　

氷
室
班　
　

久
保
田
修
之

　

宮
田
班　
　

小
原　

良
太

清
水
分
団

　
宮
之
川
原
班　

堀　
　

博
行

　
宮
之
川
原
班　

髙
谷　

大
輔

　

原　

班　
　

谷
知　

雅
文

大
冠
分
団

　

冠　

班　
　

松
山　
　

守

　

須
賀
班　
　

中　

健
太
郎

　

東
天
川
班　

森
田　

展
正

　

大
塚
班　
　

長
束　

賢
志

如
是
分
団

　
西
五
百
住
班　

西
田　

雅
彦

　
西
五
百
住
班　

久
保　

了
一

　
　

令
和
７
年
４
月
１
日
付

磐
手
分
団

　
　
　
　
　
　

日
下
部
道
雄

阿
武
野
分
団

　
　
　
　
　
　

田
中　

秀
和

清
水
分
団

　
　
　
　
　
　

志　
　

隆
一

お
知
ら
せ

活
動
服
が
新
し
く

な
り
ま
し
た

大
阪
府
消
防
協
会
長
表
彰

表　

彰

人
事
異
動

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
新
装
備

を
用
い
て
、
今
ま
で
以
上
に

地
域
の
方
々
の
生
命
・
財
産

を
守
れ
る
様
に
、
日
々
の
訓

練
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
度
の
更
新
に

あ
た
り
、
御
理
解
と
御
協
力

頂
き
ま
し
た
萩
谷
自
治
会
を

始
め
、
消
防
本
部
関
係
各
位

の
皆
様
の
お
力
添
え
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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